
A Histór ia e  as Perspec t ivas 

do Intercâmbio Bi lateral

主催：国立民族学博物館・日本経済新聞社　後援：外務省・駐日ブラジル大使館

B
r

a
s

il
e J
a

p
ã

o
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本

国
立
民
族
学
博
物
館
公
開
講
演
会
日
伯
交
流
年
事
業

―

交
流
の
歴
史
と
展
望

日
本
人
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
百
周
年
を
記
念
す
る

「
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
二
〇
〇
八
」
に
合
わ
せ
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
交
流
の

歴
史
を
た
ど
り
今
後
を
展
望
し
ま
す
。

ご
く
最
近
ま
で
移
民
の
送
り
出
し
国
で
あ
っ
た

日
本
を
ふ
り
返
る
と
と
も
に
、

移
民
の
受
け
入
れ
国
に
変
わ
っ
た
現
在
、

日
本
が
め
ざ
す
べ
き
多
文
化
社
会
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

会場：日経ホール（日本経済新聞社ホール）
東京都千代田区大手町１̶９̶５ 日本経済新聞社ビル内

定員：600名 参加費：無料

2008年10月17日[金]18:00‒20:10 [開場17：00]

写真提供：株式会社商船三井、JICA横浜 海外移住資料館、庄司博史
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17：00～18：00 受　付

18：00～18：05 開　会
 川合　英雄（日本経済新聞社大阪本社 編集局長）

18：05～18：10 挨　拶
 松園　万亀雄（国立民族学博物館長）

18：10～18：45 講　演①

 「われら日本人、新世界に参加す」
 中牧　弘允（国立民族学博物館 民族文化研究部 教授）

18：45～19：20 講　演②

 「われらブラジル人、日本社会に参加す」
 アンジェロ・イシ（武蔵大学 社会学部 准教授）

19：20～19：35 休　憩

19：35～20：10 パネル・ディスカッション
 中牧　弘允/アンジェロ・イシ　　

 司会　庄司　博史（国立民族学博物館 民族社会研究部 教授）

総合司会　南　真木人（国立民族学博物館 研究戦略センター 准教授）
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ごあいさつ ─開館30周年記念事業を終えて─

国立民族学博物館長　松園　万亀雄

◇はじめに
国立民族学博物館（以下、「みんぱく」
と略称）は、毎年、東京と大阪で公開講
演会を開催しています。東京の公開講演
会では、2000年から日本経済新聞社にご
協力をいただいております。
東京での公開講演会は、「みんぱく」
の研究者の研究成果の一端をご紹介する
と同時に、関西に立地する「みんぱく」
の存在を関東のみなさまにも広く知って
いただき、さらに、文化人類学は面白い
学問だということを知っていただくため
に開催しております。

◇国立民族学博物館
 開館30周年記念事業を終えて
「みんぱく」は、文化人類学・民族学に
関する調査・研究をおこなうとともに、
その成果にもとづいて、民族資料の収
集・公開などの活動をおこなう研究所で
す。大阪万博の跡地内に、1974年に創設
され、その3年後の1977年11月に常設展示
場が開館しました。
昨年、開館30周年をむかえました。そ
れを記念して、記念式典、講演会、シン
ポジウム、特別展示、企画展示、それに
来館者と「みんぱく」教員とのふれあい
の場であるウィークエンド・サロンなど、
形式も内容も多岐にわたる事業をおこな
いました。「みんぱく」の歴史を振り返り、
現在の研究動向を紹介する記事や映像が、

さまざまなメディアをとおして報道され
ました。
「みんぱく」が研究所として掲げる目的
は、開館30年後のいまも変わりません。
しかし「みんぱく」をとりまく環境は、
近年激変しました。そのため、「みんぱ
く」の研究者たちは、研究の課題や研究
手法を見直し、新しい研究の可能性を追
究しています。博物館展示も、世界の変
化に対応すべく、新たな展示に切り替え
る作業に、今年から着手しております。
「みんぱく」は研究者だけでなく広く市
民に公開されている研究所です。「みんぱ
く」にある厖大な資料を、市民のみなさ
まにも大いに活用していただきたいと思
います。

記念式典で式辞をのべる松園万亀雄館長
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◇今なぜブラジルか？
今回の講演会では、今年が日本人ブラ
ジル移住100周年を記念する「日本ブラ
ジル交流年2008」であることに合わせ、
ブラジルと日本の交流の歴史をたどり今
後を展望します。　
1908年、第1回の日本人移民781人を乗
せた「笠戸丸」は、神戸を出港し、ブラ
ジルのサントス港に到着しました。これ
が日本とブラジルの人的交流のはじまり
です。南米への移民は、1885年より続い
たハワイやアメリカ西海岸への移民受け
入れが、日本人移民排斥によって閉ざさ
れたため、新天地を求めてはじまったも
のです。それ以降、ブラジルへの日本人
の大量移民は、最後の移民船「にっぽん
丸」（1973年）をもって終了するまで続
きました。今日、ブラジルにおける日系
人の数は約150万人に達し、ブラジル国
民として、移住当初に従事した農業のみ
ならず各界で活躍しています。
他方で1980年代後半からは、日本経済
の好景気に伴って、日系ブラジル人の来
日と就労が見られるようになりました。
とくに、1990年に「出入国管理及び難民
認定法」（入管法）が改正され、日系人3
世までの入国・就労が認められるように
なると、その数は急増しました。現在は、
約30万人の日系ブラジル人が日本で暮ら
していますが、家族での移住も増え、滞
在が長期化するに従い、不安定な雇用、

社会保険への未加入、子どもの不就学、
そして日本語習得や母語教育にかかわる
問題など、彼／彼女らを主流社会に統合
していく制度の不備が深刻化しています。

◇移民の受け入れ国として
現在、日本は少子・高齢化社会を迎え、
労働者不足を補うため多くの外国人を受
け入れています。さらに、IT産業や看
護・介護労働の場においても、外国人に
その門戸を開こうとしています。しかし
今後は、労働者を含めたさまざまな移民
の受け入れ国として、どのような理念の
もとに、どのような社会を築くべきかを
考えなければなりません。それには、日
本がごく最近まで移民の送り出し国で
あった事実や、在日コリアン、中国人な
ど戦前戦中から定住する外国人の来日の
経緯や処遇などを踏まえずには前進でき
ません。同様に、日系ブラジル人の移住
と来日、定住は、日本が今日めざそうと
する多文化社会を構想するうえで、重要
な論点を私たちに問いかけています。
国立民族学博物館では、2004年に特別
展「多みんぞくニホン―在日外国人のく
らし」（庄司博史　実行委員長）を開催
するなど、国内の外国人移民の生活を紹
介し、求められる共生社会の見取り図を
議論してきました。今回はその成果を踏
まえ、歴史的な深度をもって移民現象を
考えてみます。

講演会テーマ
「ブラジルと日本―交流の歴史と展望」について

民族社会研究部  教授　庄司　博史
研究戦略センター 准教授　南　真木人
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われら日本人、新世界に参加す

民族文化研究部 教授　中牧　弘允

1.はじめに 
演題は、1978年のブラジル移住70周年
の折、国立民族学博物館長だった梅棹忠
夫氏がサンパウロで講演したときの標語
です。新世界への移住は新文明への参加
であり、日本人もその文化的特質をたず
さえて国家形成に寄与したというテーゼ
です。それから30年、国策移住はなくな
りましたが、現地社会への参加の度合い
はすすんでいます。この機会に、あらた
めて日本人の海外移住の文明史的意義を
問いたいとおもいます。とくに本講演で
は博物館展示に焦点を合わせることにい
たします。

2.サンパウロのブラジル日本移民史料館
（Museu da Imigração Japonesa no Brasil）

サンパウロのブラジル日本移民史料館
は梅棹氏の助言にもとづき、「われら日
本人、新世界に参加す」を基本テーマと
し、1978年に開館しました。入口ちかく
に笠戸丸の模型をおき、奥には入植初期
の開拓小屋を復元し、日本人が新世界に
移住しあたらしい生活をひらいたことを
印象づけています。また、農業分野を中
心に産業開発への参加と貢献を強調する
展示となっています。のちに、戦後の生
活文化の展示空間が増設されました。

移民小屋の展示（ブラジル日本移民史料館）
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3.リマのペルー日本人移住史料館
（Museo Conmemorativo de la Inmigración 

Japonesa en el Perú）

移住80周年（1979年）を記念して設立
されたペルー日本人移住史料館の展示で
は、移民のペルー到着に先立つ歴史を展
示しています。日本人とペルーの先住民
はモンゴロイドとして共通のとおい先祖
をもち、日本とペルーはそれぞれの文明
のながれに身をゆだねましたが、ふたた
び移民をとおして再会したという物語で
す。この展示にはラテンアメリカのエス
ノヒストリー（民族史学）を専門とする
増田義郎氏（東京大学名誉教授）が関与
しました。

4.ロサンゼルスの全米日系人博物館
（Japanese American National Museum）

全米日系人博物館ではハートマウンテ
ン収容所にのこされたバラックの一部を
移築し、展示の中核としています。戦時
中の強制収容については1988年に補償問
題の解決をみていますが、全米日系人博
物館はその悲惨な体験を、アメリカ市民
をはじめとする来館者と共有することを
主目的として1999年に新パビリオンが開
館しました。したがって、展示では人種
差別にもとづく強制収容というようなこ
とが二度とおきないようにとのメッセー
ジが強く込められています。

ペルーへの移住者の流れ（ペルー日本人移住史料館）



5

5.ホノルルの日本文化センター歴史ギャラリー
（Historical Gallery, Japanese Cultural 

Center of Hawaii）

1994年にオープンしたギャラリーの全
体テーマは「おかげさまで―ハワイの日
本人物語」です。入口には10本の石柱が
ならんでいます。そこには日本語の文字
が刻まれ、壁面のパネルにはアルファ
ベットでその読み方と英訳が記されてい
ます。その文字とは「義理」「名誉」「恥、
誇り」「責任」「忠義」「感謝」「仕方がな
い」「頑張り」「我慢」そして「恩」です。
これは一世からまなんだ価値観をあらわ
し、石柱は「価値マーカー（value　
markers）」とよばれています。官約移
民の時代（1885－1894年）から日本人が
ハワイに持ち込んだところの価値観がス
トレートに表現されています。

ホノルルの日本文化センター歴史ギャラリー
（同館リーフレットより）

ハートマウンテン収容所のバラック（全米日系人博物館）
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6.JICA横浜の海外移住資料館
（Japanese Overseas Migration Museum）

「われら新世界に参加す」を基本テー
マに2002年に開館しました。
歴史展示は「はじまり」を目安として
5期に分けられています。第Ⅰ期は「海
外渡航のはじまり 1853－1884年」、第Ⅱ
期は「海外出稼ぎのはじまり 1885－
1907年」、第Ⅲ期は「定住移民（移殖民）
のはじまり 1908－1944年」、第Ⅳ期は
「移住の中断 1941－1945年」、そして第V
期「戦後移住のはじまり 1945年－」です。
参加の実態を示す展示は「移住の背景
－なぜ海外へ行ったのか」「移住の道の
り－どうやって行ったのか」「移住先の
風景－どんなところへ行ったのか」「移
住者のなりわい－どんな仕事についたの

か」「移住者の家庭－どんな暮らしをし
たのか」「移住者のきずな－どのような
コミュニティをつくったのか」「ニッケ
イ・ライフ・ヒストリー」「日本の中のニッ
ケイ・世界の中のニッケイ」の各コーナー
で構成されています。

7.日本各地の移民ミュージアム
国内には横浜の海外移住資料館のほか
にも山口県大島町の日本ハワイ移民資料
館をはじめ和歌山県御坊市、沖縄県南風
原町、沖縄県立博物館などで移民の展示
がなされています。また来年5月末には
旧神戸移住センターにおいて「希望と未
知の船出」をテーマに新しい展示が予定
されています。

1920年のローズ・フェスティバルの野菜山車（JICA横浜海外移住資料館）
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われらブラジル人、日本社会に参加す

武蔵大学 社会学部 准教授　アンジェロ・イシ

1.「在日ブラジル人」という視点
この講演では、日本に住む32万人以上
のブラジル国籍者が秘める様々な可能性
について注目を促したい。
1990年の出入国管理法の改正を機に、
ブラジルから日本へのいわゆるデカセギ
移民がブーム化した。今では、日本に住
む外国籍住民の中で、ブラジル国籍者は
中国籍と韓国・朝鮮籍に次いで3番目に
多い。日本ではこれらの移民は「日系ブ

ラジル人」や「日系人労働者」というふ
うに呼ばれて来たが、私は「在日ブラジ
ル人」という呼称にこだわっている。そ
の理由の一つは、かれらの日本での滞在 
いる。日系ブラジル人の二世や三世は、
今や「在日ブラジル人一世」に変身した
といえる。

静岡県浜松市で行なわれた移民百周年記念のイベントは「ありがとう！日本」という、日本社会へのラブコールだった。
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2.知られざる貢献
これら在日ブラジル人は、様々な形で
日本社会のために貢献している。まず、
労働者として、日本の製造業を支えてい
る。これは、最も知られている彼らの顔
である。しかし、他にもあまり知られて
いない数多くの貢献がある。例えば、ブ
ラジル人の集住地域においては、納税
者・消費者として、各地域において多大
な経済効果をもたらしている。また、行
政もマスメディアも研究者もなぜかあま
り話題に挙げてくれないが、多くの在日
ブラジル人は日本で起業し、数多くの雇
用機会を生み出して、同胞だけでなく、
多くの日本人をも雇っている。すなわ
ち、「雇われる側」から「雇う側」に変
身した在日ブラジル人が各地にいるとい

うことである。政治家も、経済界も、官
僚も、今後、移民の受け入れを議論する
際、この点を肝に銘じるべきだろう。
移民をめぐっては、経済的な側面ばか
りが強調されることが多いが、この講演
では、文化面での貢献にも光を当てたい。
在日ブラジル人は、早い時期から音楽・
文学・映像表現等を手がけ、幅広い芸能・
文化活動を展開してきた。また、新聞、
雑誌、ラジオ、テレビ、カレンダーなど、
いわゆる「エスニック・メディア」の分
野でも、目覚ましい発展が見られる。
日本で生まれ育った、あるいは若くし
て来日した在日ブラジル人二世の将来性
にも期待がかかる。ただし、一方で、在
日ブラジル人一世にしても二世にして
も、バイリンガルの人材や真の代弁者が

2002年の日韓ワールドカップの際に、群馬県大泉町のブラジリアン・プラザで販売されていたロナウドの達磨。



9

不足している点が懸念される。在日ブラ
ジル人の素顔や本音はまだまだ知られて
いないし、彼らの主張や要望は日本の各
界のリーダーに届いていない。
近年、ブラジル人に関する事件や犯罪
の過剰な報道が増え、かれらは不本意な
形で目立っている。マスメディア報道に
は、責任ある公正な報道と、在日ブラジ

ル人の明るい側面をより積極的に報道し
てバランスを取り戻す姿勢が求められる。

横浜の大桟橋ホールで開かれた「ミス・ブラジル日本」の出場者は、在日ブラジル人のファッション・デザイナーが創作した、
日伯交流をモチーフにした服を纏った。
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3.在日ブラジル人「デカセギ20周年」
2008年はブラジル移住100周年でもあ
るが、多くの在日ブラジル人からみれ
ば、「デカセギ20周年」でもある。日本か
らブラジルへの移民の百年史のうちの二
割は、ブラジルから日本への現代移民の
歩みと重複している。以下は、4月に東
京で開かれた記念式典での、「天皇陛下の
おことば」からの引用である。

「近年、ブラジルから数多くの日系人
が日本に来て生活するようになりまし
た。私は、今月初めに、皇后と共に、多
くの日系人が工場などで働いている群馬
県の太田市及び大泉町を訪れましたが、
日系人が地域社会に適応することを助け
るために、職場や、地元の小学校など
で、いろいろな施策が進められているこ
とは心強いことです。ブラジルにおいて
日本からの移住者が温かく受け入れられ
たのと同様に、今後とも、日本の地域社
会において、日々努力を重ねている日系
の人々が温かく迎えられることが大切で
あると思います。」

天皇陛下が日本人のブラジル移住を祝
う式典の中で、あえて在日ブラジル人に
言及したことを、移民の受入れを担う諸
関係者にももっと肝に銘じてもらいた
い。

ミス・ブラジル日本の優勝者、アドリアーナ・イナガキさん。
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みんぱくウィークエンド・サロン 研究者と話そう 好評開催中

国立民族学博物館（みんぱく）の研究者が展示場に登場し、「現在取り組んでいる研究」「調査している地

域（国）の最新情報」「みんぱくの展示資料」についてお話します。話題や内容は千差万別！！「それはどう

して？」「これは何？」などなど、みなさまの「もっと知りたい！」を、お気軽にどんどんお寄せください。

時間：14時30分～15時30分（予定）（★の日は14時～15時）
※研究公演、映画会等のイベント実施日、および無料観覧日を除く日曜日に実施します。

※都合により、予定を変更することがあります。

常設展または特別展の観覧料が必要です。

【問い合わせ】

電話番号：06－6878－8560　広報企画室広報係

受付時間：平日 8：30～17：15

※受付時間外（土・日・祝日を含む）は、06－6876－2151（代表）へお問い合わせください。

ホームページ

今後の予定

実施日 話題 話者 場所

10月19日（日）
フィールドワークってなに？
－私のアフリカ体験から－

松園万亀雄　館長 第5セミナー室

26日（日） 展示場の環境づくり－温度・湿度編－ 園田直子　教授
常設展示場、
特別展示場

★11月2日（日） 現代インドネシアにおける結婚事情 金子正徳　機関研究員 展示場内休憩所

9日（日） マレーシアへの移民、マレーシアからの移民 市川哲　機関研究員 東南アジア展示

★23日（日）
西北ベトナムの黒タイ村落における染め
織物生産

樫永真佐夫　准教授 東南アジア展示

30日（日） イタリアと食ーその複雑な関係ー 宇田川妙子　准教授 常設展示場内休憩所

12月7日（日） 漢族の花嫁の興 韓敏　准教授 中国地域の文化展示

14日（日） キムチに聞く 朝倉敏夫　教授 朝鮮半島の文化展示

21日（日） デンマークの余暇活動と民衆学校 鈴木七美　教授 未定

平成21年
1月11日（日）

ハノイのえべっさん 田村克己　副館長 東南アジア展示

18日（日） オセアニアの医療 白川千尋　准教授 オセアニア展示

25日（日） ※牧畜文化論・モンゴル研究 小長谷有紀　教授 未定

2月1日（日）
※博物館機能を活用した文化人類学・民族学に関
　する教育プログラムの実践的研究

五月女賢司　機関研究員 未定

8日（日） ※宗教学・東欧研究 新免光比呂　准教授 未定

15日（日） ※日本宗教史・民俗学 廣瀬浩二郎　准教授 未定

22日（日） ブラジルのカーニバル 中牧弘允　教授 アメリカ展示

3月1日（日） ※環境人類学・南部アフリカ研究 池谷和信　教授 未定

8日（日） ※社会人類学・移住、移動者研究 陳天璽　准教授 未定

15日（日） ※社会文化人類学・北東アジア研究 太田心平　助教 未定

22日（日） ※文化人類学・南アジア研究 三尾稔　准教授 企画展「インド刺繍
布のきらめき」会場

29日（日） 太平洋の嗜好品カヴァ 丹羽典生　助教 オセアニア展示

※話題が未定であり、話者の専門分野を記載しております。
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日本の海外移住の歴史は、1866（慶応2）年、
江戸幕府による海外渡航禁止令廃止と「御免の
印章」（今日のパスポート）の下付から始まり
ました。海を渡った日本人は移住先国で新たな
文明づくりに参加し、良き市民として確固たる
地位を築き、地域の発展に大きく貢献してきま
した。
現在、海外で生活する移住者とその子孫であ

る日系人は、世界中に250万人以上いるといわ
れています。当資料館では、海外移住者を新天
地での新たな文明形成に参画したいわば「国際
協力の先駆者」と捉え、標本・文献・写真等の
展示をとおして彼らの歩んだ道を日本人の歴史
の中に正しく位置づけることをめざしています。
戦後、主に中南米への移住事業を担ってきた

国際協力機構（JICA）は、移住者の足跡や役
割について、多くの人々とくに若い世代にその
理解を深めてもらいたいとの思いから、海外移
住資料館をJICA横浜国際センターに設置しま
した。展示は中南米とハワイを含む北米を主た

る対象としており、地球市民として、一人ひと
りが移住者からのメッセージを受け止めていた
だきたいとの思いが込められています。
「われら新世界に参加す」を基本テーマとし
て2002年10月に開館した当資料館は、多くの
人々が海外移住者と体験を共有できる場とし
て、また世界中で活躍している移住者やその子
弟にとっては、心の拠り所として親しんでいた
だくことを目指しています。
また、現在日本には日系人をはじめとして、
異なる文化背景をもつ人々がおおぜい暮らして
います。今後ますます多文化化が予想される社
会において、異なる文化を尊重して受容し、共
生に向けて行動できる市民としての資質育成は
大きな課題です。そのためにも、近代日本の黎
明期に多くの日本人が海外に移住した事実、彼
らとその子孫の現地での体験や貢献などを学ぶ
ことは大いに意義があると考えられます。海外
移住資料館はそのような多文化共生を学ぶ貴重
な場でもありたいと考えています。

海外移住資料館が設置されているJICA横浜国際センター外観

JICA横浜　海外移住資料館
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萬屋コーナー展示風景

移民の七つ道具―移民の持参した品々
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memo
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